































ticotropic hormone）、GH（成長ホルモン， growth hor-
mone）、PRL（プロラクチン， prolactin）、TSH（甲状腺刺






















































て EC 細胞がセロトニン、D 細胞がソマトスタチン、
ECL 細胞がヒスタミン、A 細胞がグルカゴン、PP 細胞
が膵ポリペプチド、TG 細胞、G 細胞および IG 細胞がガ
ストリン、M 細胞がコレシストキニン、S 細胞がセクレ











上昇させて hypothalamic-pituitarythyroid （HPT） 軸を作
動させている2。thyrotropin-releasing hormone （TRH） は
迷走神経系を介して肝血流増加、肝細胞増殖機能の刺
激、肝障害実験で corticotropin-releasing factor （CRH） に
よる交感神経系を介して肝血流低下を起こしている3-5。
免疫系においても、免疫細胞および炎症部位から CRH




脳下垂体からのFSH, LH, PRL, GH, TSHの分泌を抑制し
ている9。更に絶食ラットにおいて、TRH は mRNA 発現
レベルで低下しており10、その１つの要因は視床下部で
の neuropeptide Y （NPY）にある11。絶食ラットでの LH
の抑制は Gonadotropin-releasing hormone （GnRH） を誘
発する Kisspeptin12の mRNA 発現を抑制している13、ま
た、単独の栄養素の欠乏においては、たとえばラットで






























によると考えられ、その作用機構は “Multiple Con stitu-
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